
①

⇒

⇒

⇒

　　　　　　　　　　　　　目　標 ・ 策

目　標 策

思考・判断・表現

・授業の中に自力解決の時間を位置付ける等、「個」で考える時間を確保する
ことで、児童の思考を促したり、個別の支援をしたりして、「個別最適化され
た授業の一層の促進を図る。さらに考えを豊かに伝え合うことで、自分の考
えを広げ、深めるようにする。
・さいたま市が推進する「じ・し・や・ク」を授業づくりのポイントとし、個別最適
な学び、協働的な学び、探究的な学びの具現化に努めていく。

一定数いる正答率の低い児童への対応を行い、一層の「思考・
判断・表現」する力の育成

知識・技能 一定数いる正答率の低い児童への対応

・朝の基礎学習タイムを活用して、国語、算数の学習の習熟や定着を
継続していく。
・「ドリルパーク」や「学習探検ナビ」、「スタサプ」等を活用して、学習
内容の習熟、定着、復習を図るとともに家庭での活用を充実させて
いく。

主体的に学習に取り組
む態度

校内研修の課題「主体的に考え豊かに伝え合うことで、考えを
広げ深める児童の育成」の実践

・「さいたま市『アクティブ・ラーニング』型授業」の実践を行う。
・一人一授業公開による研究を進める。
・主体的に学習に取り組み、考えを広げ深めるための手立て及び児
童が学びを調整していくための手立てを検証する。

③

⇒

⇒

目　標 策

　中間期見直し（全国学力・学習状況調査結果分析後）

主体的に学習に取り組
む態度

変更なし

・「さいたま市『アクティブ・ラーニング』型授業」の実践を行う。
・一人一授業公開による研究を進める。
・主体的に学習に取り組み、考えを広げ深めるための手立て及び、難易度が
高い課題に対して児童が最後まで取り組むための学びを調整する手立てを
検証する。

知識・技能 変更なし

・朝の基礎学習タイムを活用して、国語、算数の学習の習熟や定着を継続していく。
・「ドリルパーク」や「学習探検ナビ」、「スタサプ」等を活用して、学習内容の習熟、定着、復習を図るとと
もに家庭での活用を充実させていく。さらに漢字の学習では、語彙を増やしたり、送り仮名を使ったり
するなどより実用的な学習を行う。
・算数では算数的な活動を取り入れるなど、授業で子どもの思考に寄り添った学習を進め、子どもの「わ
かった」という体験を積み重ねる。

変更なし ⇒

・一人一公開授業の取り組みを生かし、授業の中に自力解決の時間を位置付ける等、「個」で考える時間
を確保し、児童の思考を活性化させたり、個別の支援をしたりして、児童一人ひとりの考えを広げ、深め
るようにする。
・さいたま市が推進する「じ・し・や・ク」を授業づくりのポイントとし、個別最適な学び、協働的な学び、探
究的な学びの具現化に努めていく。
・学校課題研修の中で、児童が自分の考えを豊かに伝え合うこと場の研究を深める。

思考・判断・表現

小６

小３

小５

小４

④ 　　　　　　さいたま市学習状況調査結果・分析

⑤ 目 標・策の達成状況 評価（※）

主体的に学習に取り組
む態度

知識・技能

思考・判断・表現 思考・判断・表現

国語では最後の自分の考えをまとめ、書く問題において、無解答もあったが、正答率は全国平均を上回っており、児童が２極化して
いることを表している。特に図表やグラフなどを用いて自分の考えを伝わるように書き方を工夫する問題では無解答率は極めて低
く、「読むこと」における正答率は極めて高い。
算数ではグラフを読み取って記述する問題の無解答率が高い。全国に比較すれば半分ほどの割合であるが、問題の中で無解答率が
最も高かった。

主体的に学習に取り組
む態度

全体的には無解答率は低かったが、記述の問題ほど無解答率が高くなる傾向が見られる。難易度の高い問題や自分の考えをまとめ
ることに対して早い段階であきらめてしまっている児童がいるのではないか。また、国語では漢字の正答率の低さから、短時間で効
果的な学習を進める必要があると考えられる。一方で質問紙の結果から学校外の学習時間が多く、家庭での学習環境が整っている
児童が多いことがわかる。

② 全国学力・学習状況調査結果・分析

知識・技能

国語では漢字を使って書き直す問題や敬語の使い方について適切なものを選択する問題で正答率が全国平均よりも低かった。敬
語においては無解答率も高かった。
算数では概ねどの領域でも知識・技能における正答率は全国を上回っている。二次元の表から条件に合う数を読み取る問題では無
解答率が高くなっている。三角形の角の大きさを求める問題について、正答率は低いが、無解答率はそれほど低くなく、あきらめず
に解答しようとした姿勢がうかがえる。

⑥ 　　　　　　　　　次年度への課題と改善策

主体的に学習に取り組
む態度

知識・技能

思考・判断・表現

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）
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